
3
月
13
日
の
回
答
指
定
日
を
う
け
、
翌
14
日
の
産
別
統

一
行
動
日
に
は
各
地
で
前
進
回
答
を
引
き
出
す
べ
く
、
ス

ト
ラ
イ
キ
な
ど
多
彩
な
行
動
が
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。

3
月
15
日
現
在
、
回
答
数
1
4

3
の
う
ち
、
ベ
ア
回
答
は
22
組
合

で
平
均
4
7
1
円
。
全
体
平
均
は

74
組
合
で
5
1
4
8
円
（
1
・
94

％
）
、
昨
年
プ
ラ
ス
79
円
と
、
ほ

ぼ
前
年
と
同
水
準
の
回
答
と
な
っ

て
い
ま
す
。パ
ー
ト
の
賃
上
げ
は
、

40
組
合
で
平
均
は
21
円
で
昨
年
を

上
回
っ
て
は
い
る
も
の
の
、
18
年

地
域
最
賃
平
均
引
き
上
げ
額
26
円

を
考
慮
す
れ
ば
不
十
分
で
す
。

ベ
ア
獲
得
組
合
は
、
北
海
道
勤

医
労
4
支
部
、本
間
病
院
労
組（
山

形
）、
篠
田
病
院
労
組（
山
形
）、

二
本
松
会
労
組
（
山
形
）
、
医
療

生
協
や
ま
が
た
労
組
、
大
原
綜
合

病
院
労
組
（
福
島
）
、
い
ち
は
ら

協
立
病
院
労
組
（
千
葉
）
、
埼
玉

民
医
労
、山
梨
民
医
労
わ
か
ま
つ
、

東
京
民
医
労
東
京
健
生
支
部
、
横

福
協
労
組
（
神
奈
川
）
、
神
奈
川

医
療
事
業
協
労
組
、富
山
民
医
労
、

愛
育
会
松
原
病
院
労
組（
石
川
）、

津
山
医
療
生
協
労
組
（
岡
山
）
、

津
山
第
一
病
院
労
組
（
岡
山
）
、

や
ま
ぐ
ち
保
健
企
画
（
山
口
）
、

北
九
州
福
祉
事
業
団
労
組
（
福

岡
）
、
鹿
児
島
医
生
協
労
組
（
鹿

児
島
）
の
22
組
合
で
す
。

職
種
・
年
齢
限
定
の
ベ
ア
が
特
徴

北
海
道
勤
医
労
、
大
原
綜
合
病

院
労
組（
福
島
）、
埼
玉
民
医
労
、

東
京
民
医
労
東
京
健
生
支
部
、
富

山
民
医
労
で
は
、
職
種
限
定
や
若

年
層
に
限
定
で
の
賃
上
げ
回
答
が

特
徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
分
野
で
は
、
倉
敷
医
療
生

協
（
岡
山
）
で
介
護
福
祉
士
2
万

円
、
介
護
士
1
万
円
ベ
ア
。
津
山

第
一
病
院
労
組
（
岡
山
）
で
ヘ
ル

パ
ー
2
級
・
介
護
福
祉
士
2
5
0

0
円
ベ
ア
。
広
島
中
央
保
健
生
協

労
組
で
介
護
職
の
夜
勤
手
当
5
2

0
円
増
額
。
広
島
医
療
生
協
労
組

で
介
護
の
2
交
替
夜
勤
手
当
の
増

額
。
宮
崎
医
療
生
協
労
組
で
介
護

施
設
の
夜
勤
手
当
の
引
き
上
げ
、

鹿
児
島
医
療
生
協
労
組
で
介
護
の

処
遇
改
善
で
の
前
進
を
引
き
出
し

て
い
ま
す
。

3
月
14
日
産
別
統
一
行
動
日
に

は
全
国
で
2
4
0
単
組
・
支
部
、

約
2
万
人
が
ス
ト
を
含
め
た
行
動

を
実
施
し
ま
し
た
。

3
月
18
日
集
約
で
は
、
全
日
赤

が
指
名
ス
ト
含
め
11
組
合
で
ス
ト

実
施
、
全
労
災
25
支
部
が
1
時
間

の
全
面
ス
ト
、
青
森
3
組
合
、
山

形
9
組
合
、
山
梨
1
組
合
、
東
京

12
組
合
、
石
川
2
組
合
、
京
都
1

組
合
、
岡
山
2
組
合
、
広
島
2
組

合
な
ど
、
68
単
組
支
部
が
抗
議
の

ス
ト
ラ
イ
キ
を
決
行
し
ま
し
た
。

ス
ト
ラ
イ
キ
以
外
の
行
動
で
も
、

集
会
や
宣
伝
行
動
な
ど
終
日
を
通

し
多
彩
に
取
り
組
ま
れ
、北
海
道
、

東
京
で
は
、
行
動
の
中
で
、
組
合

員
も
増
え
ま
し
た
。

ま
た
、
「
♯
0
3
1
4
医
労
連

大
行
動
」
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
拡
散
し
、

労
働
組
合
の
見
え
る
化
を
呼
び
か

け
、
各
地
で
の
取
り
組
み
が
拡
散

さ
れ
ま
し
た
。

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み

回
答
引
上
げ
ゾ
ー
ン
3
／
25
〜
29

す
べ
て
の
労
組
で
、
組
合
員
の

結
集
を
は
か
り
、
団
体
交
渉
を
配

置
し
て
、
ベ
ア
獲
得
・
上
積
み
回

答
を
迫
り
ま
す
。
「
す
べ
て
の
単

組
の
要
求
提
出
」
を
支
援
も
強
め

て
追
求
し
ま
す
。
回
答
を
引
出
し

て
い
な
い
労
組
は
、
必
ず
こ
の
期

間
に
回
答
を
引
き
出
し
ま
す
。「
定

昇
回
答
」
の
労
組
は
、
定
昇
で
終

わ
る
こ
と
な
く
、
粘
り
強
く
ベ
ア

回
答
を
求
め
、
若
年
層
や
職
種
限

定
の
ベ
ア
回
答
に
つ
い
て
は
、
全

労
働
者
対
象
の
ベ
ア
回
答
を
追
求

し
ま
す
。
ま
た
回
答
時
に
は
、
賃

上
げ
平
均
額
（
定
昇
、
ベ
ア
、
手

当
の
支
給
平
均
額
）
を
必
ず
回
答

す
る
よ
う
追
求
し
ま
す
。

決
着
ゾ
ー
ン
4
／
8
〜
12

4
月
8
日
〜
12
日
を
決
着
ゾ
ー

ン
に
設
定
し
、
と
こ
と
ん
ベ
ア
に

こ
だ
わ
り
、
前
進
回
答
を
獲
得
し

て
決
着
し
ま
す
。
決
着
ゾ
ー
ン
で

前
進
回
答
が
得
ら
れ
な
い
場
合

は
、
4
月
末
ま
で
粘
り
強
く
ベ
ア

を
追
求
し
、
必
ず
何
ら
か
の
前
進

を
勝
ち
取
っ
て
決
着
し
ま
す
。

4
月
第
1
週
に
つ
い
て
は
、
新

人
拡
大
1
0
0
％
を
め
ざ
し
組
織

拡
大
を
重
点
に
取
り
組
み
ま
す
。

引
き
続
き
大
幅
賃
上
げ
と
労
働

条
件
改
善
を
め
ざ
し
奮
闘
し
ま
し

ょ
う
。

日
本
医
労
連
は
3
月
7
日
政
府
交
渉
か
ら
、
厚

労
省
前
に
移
動
し
、
全
労
連
・
春
闘
共
闘
の
「
労

働
者
総
決
起
3
・
7
中
央
行
動
」
に
合
流
参
加
し

ま
し
た
。

日
本
医
労
連
を
代
表
し
、松
田
加
寿
美
中
執
が
、

3
月
6
日
の
三
単
産
で
の
国
会
議
員
要
請
行
動

で
、
「
夜
勤
改
善
・
大
幅
増
員
署
名
」
の
紹
介
議

員
が
90
人
に
な
っ
た
こ
と
、13
日
を
回
答
指
定
日
、

14
日
を
統
一
行
動
日
と
設
定
し
全
国
で
ス
ト
を
背

景
に
決
起
す
る
決
意
を
表
明
し
ま
し
た
。
全
国
か

ら
の
参
加
者
は
、
雨
に
も
負
け
ず
銀
座
を
サ
ウ
ン

ド
デ
モ
で
元
気
に
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

「
お
フ
ラ
ン
ス
」

は
あ
る
け
れ
ど
、

「
お
ア
メ
リ
カ
」

も
「
お
ド
イ
ツ
」

も「
お
ブ
ラ
ジ
ル
」

も
な
い
。
フ
ラ
ン

ス
に
は
、
ど
こ
か

日
本
人
の
西
洋
へ
の
憧
れ
を
凝
縮

す
る
か
の
よ
う
な
、
ち
ょ
っ
と
む

ず
が
ゆ
い
魅
力
が
あ
り
、
と
き
に

「
お
フ
ラ
ン
ス
」
と
い
う
か
ら
か

い
の
対
象
に
転
化
す
る（
略
）『
世

界
一
簡
単
な
フ
ラ
ン
ス
語
（
中
条

省
平
・
幻
冬
舎
新
書
）
』
▼
こ
の

本
に
よ
る
と
、eau

de
toilette

「
オ
ー
ド
ト
ワ
レ
」の
ト
ワ
レ
は
、

英
語
読
み
す
る
と
「
ト
イ
レ
ッ

ト
」
。
語
源
は
フ
ラ
ン
ス
語
で
、

意
味
は
「
身
だ
し
な
み
」
。
ト
イ

レ
を
化
粧
室
と
い
う
の
は
、
む
し

ろ
そ
の
語
源
に
近
い
の
だ
そ
う
▼

こ
の
国
で
は
、
現
在
統
一
地
方
選

挙
真
っ
最
中
だ
が
、
か
の
国
に
関

わ
る
話
題
は
、
今
は
カ
ル
ロ
ス
・

ゴ
ー
ン
と「
黄
色
い
ベ
ス
ト
運
動
」

だ
ろ
う
か
▼
昨
年
11
月
17
日
、
フ

ラ
ン
ス
全
土
で
30
万
人
も
の
人
が

参
加
し
て
始
ま
る
。
燃
料
税
引
上

げ
、
緊
縮
財
政
へ
の
不
満
が
原
因

と
さ
れ
、
最
低
賃
金
の
引
上
げ
や

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
の
辞
任
等
を
要

求
。
背
景
に
は
、
新
自
由
主
義
や

反
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
る
▼
政
権
は
12
月
、
燃
料

税
の
引
上
げ
延
期
、
年
金
生
活
者

向
け
の
減
税
と
最
低
賃
金
の
引
上

げ
を
約
束
し
た
が
、
富
裕
税
の
復

活
を
拒
ん
だ
た
め
、
デ
モ
は
ま
だ

続
い
て
る
▼
こ
の
運
動
の
評
価
に

つ
い
て
は
、
に
わ
か
に
は
で
き
な

い
が
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
タ
イ
ム

ズ
に
よ
る
と
、
当
初
は
フ
ラ
ン
ス

国
民
の
4
分
の
3
の
支
持
を
得
た

と
い
う
（
ク
ー
リ
エ
・
ジ
ャ
ポ

ン
）
。
こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
羨
ま
し

い
と
い
う
か
、
す
ご
い
。

2222
組
合
に
ベ
ア
回
答

春
闘
共
闘
が
総
決
起

春
闘
共
闘
が
総
決
起
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粘
り
強
く
回
答
引
き
出
そ
う

誰誰ももががままととももにに暮暮ららせせるる

３．１４３．１４

産
別
統
一
行
動
に

２
万
人
が
結
集

産
別
統
一
行
動
に

２
万
人
が
結
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日
本
医
労
連
は
、
3
月
6
日
〜

7
日
、中
央
行
動
を
行
い
ま
し
た
。

6
日
は
、
自
治
労
連
・
全
大
教

と
と
も
に
国
会
議
員
要
請
・
署
名

提
出
行
動
を
行
い
、
2
8
0
人
が

参
加
。
意
思
統
一
集
会
に
は
、
4

人
の
国
会
議
員
が
激
励
に
駆
け
つ

け
ま
し
た
。
森
田
し
の
ぶ
中
央
執

行
委
員
長
の
挨
拶
の
あ
と
、
森
田

進
書
記
長
が
基
調
報
告
を
し
、
今

回
の
行
動
で
前
回
署
名
の
応
諾
議

員
数
を
上
回
る
到
達
を
目
指
し
ま

し
ょ
う
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
国

会
議
員
要
請
行
動
で
は
、
直
接
議

員
本
人
に
会
え
た
50
人
を
含
め
、

5
4
7
人
の
国
会
議
員
に
要
請
を

行
い
、
医
療
・
介
護
現
場
の
人
手

不
足
と
深
刻
な
夜
勤
実
態
の
改
善

を
訴
え
ま
し
た
。
署
名
の
紹
介
・

賛
同
議
員
は
3
月
14
日
現
在
、
95

人
に
な
り
ま
し
た
。

7
日
は
各
省
庁
交
渉
と
、
国
立

病
院
機
構
に
要
請
を
行
い
ま
し

た
。

厚
労
省

看
護
関
係
で
は
、交
渉
団
か
ら
、

夜
勤
体
制
が
守
ら
れ
て
い
な
い
実

態
や
患
者
の
重
症
度
が
高
く
、
日

々
の
業
務
を
終
え
る
こ
と
に
必
死

で
残
業
は
40
時
間
超
え
な
ど
、
厳

し
い
実
態
を
訴
え
、
改
善
の
必
要

性
を
強
く
要

請
し
ま
し

た
。
看
護
職

員
需
給
見
通

し
に
つ
い
て

は
、
現
時
点

で
も
不
十
分

な
看
護
師
数

な
の
に
、
病

床
削
減
が
見

込
ま
れ
て
い

る
地
域
医
療

構
想
を
ベ
ー
ス
に
す
れ
ば
看
護
師

数
も
減
っ
て
し
ま
う
。
現
場
の
実

態
や
地
域
の
実
情
に
あ
っ
た
数
を

出
す
べ
き
と
強
調
。
特
定
行
為
に

つ
い
て
は
、
看
護
師
に
と
っ
て
大

事
な
こ
と
は
、
療
養
上
の
世
話
の

質
が
上
が
る
こ
と
で
あ
り
、
医
行

為
を
行
う
こ
と
で
は
な
い
。
医
師

の
増
員
こ
そ
必
要
で
あ
り
、
研
修

制
度
を
推
進
す
る
べ
き
で
は
な
い

と
強
く
訴
え
ま
し
た
。

医
療
関
係
で
は
「
医
療
介
護
全

般
の
社
会
保
障
改
善
」
と
「
災
害

時
の
医
療
・
介
護
対
策
の
強
化
」

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

地
域
医
療
計
画
に
つ
い
て
は
、
徳

島
・
宮
崎
・
兵
庫
・
北
海
道
な
ど

か
ら
、
患
者
・
地
域
住
民
、
労
働

者
の
意
見
を
聞
い
て
い
な
い
と
訴

え
ま
し
た
が
、
担
当
官
は
、
現
状

の
病
床
数
を
維
持
す
る
こ
と
が
地

域
医
療
を
守
る
こ
と
で
は
な
い
。

在
宅
へ
の
推
進
、
適
正
な
稼
働
率

等
も
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
現
場
実
態
を
聞
き
入
れ
よ
う
と

は
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

介
護
関
係
で
は
、
人
員
配
置
基

準
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
が
独
自

に
配
置
を
引
き
上
げ
る
状
況
に
な

い
こ
と
を
指
摘
。
担
当
官
は
、
人

員
配
置
の
引
き
上
げ
は
事
業
者
の

減
算
を
招
き
か
ね
な
い
と
し
て

「
慎
重
な
検
討
が
必
要
」と
い
う
回

答
に
終
始
し
ま
し
た
。参
加
者
は
、

長
時
間
に
及
ぶ
夜
勤
の
実
態
や
人

手
不
足
で
本
来
の
介
護
が
で
き
な

く
な
っ
て
い
る
実
態
を
訴
え
、
一

刻
も
早
く
改
善
す
る
よ
う
求
め
ま

し
た
。ま
た
、現
行
の
処
遇
改
善
策

で
は「
定
期
昇
給
」を
悪
用
し
て
実

質
的
な
賃
金
改
善
が
行
わ
れ
て
い

な
い
実
態
を
指
摘
し「
ベ
ー
ス
ア

ッ
プ
」を
要
件
に
す
る
よ
う
求
め

ま
し
た
。さ
ら
に
、介
護
職
員
処
遇

改
善
加
算
Ⅳ
、
Ⅴ
を
廃
止
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
、
加
算
を
取
得
で

き
て
い
な
い
事
業
所
に
と
っ
て
、

取
得
の
足
掛
か

り
と
な
る
も
の

で
あ
り
、
撤
回

を
求
め
ま
し

た
。労

働
関
係
で

は
、
担
当
官
か

ら
時
間
外
・
休

日
労
働
規
制
に

つ
い
て
、
初
め

て
罰
則
付
き
の

限
度
を
設
け

た
。
特
別
条
項

を
締
結
す
る
場

合
は
、
勤
務
間

イ
ン
タ
ー
バ
ル

や
深
夜
業
の
回

数
制
限
な
ど
の

健
康
・
福
祉
確

保
措
置
を
盛
り

込
む
こ
と
を
明
記
し
た
と
説
明
。

ま
た
、
年
休
に
つ
い
て
は
、
夏
季

休
暇
等
の
特
別
休
暇
を
年
休
に
振

り
替
え
る
こ
と
は
、
年
休
取
得
を

推
進
す
る
法
の
趣
旨
と
は
違
う
と

述
べ
ま
し
た
。
交
渉
団
は
、
イ
ン

タ
ー
バ
ル
に
つ
い
て
、
医
師
の
場

合
で
9
時
間
と
い
う
数
字
が
出
て

き
た
が
、
通
勤
・
生
活
時
間
等
を

考
え
れ
ば
、
イ
ン
タ
ー
バ
ル
9
時

間
で
は
ま
と
も
な
睡
眠
も
と
れ
な

い
。
実
態
を
分
か
っ
て
い
な
い
な

ど
と
訴
え
、
再
考
を
求
め
ま
し

た
。

文
科
省

医
学
部
不
正
入
試
問
題
に
つ
い

て
文
科
省
と
し
て
の
考
え
方
を
示

さ
せ
ま
し
た
。
医
師
養
成
数
に
つ

い
て
担
当
官
は
、
や
み
く
も
に
増

や
す
の
が
本
当
に
い
い
の
か
、
偏

在
の
問
題
や
タ
ス
ク
シ
フ
テ
ィ
ン

グ
、
働
き
方
改
革
を
総
合
的
に
や

っ
て
い
か
な
い
と
い
つ
ま
で
た
っ

て
も
こ
の
状
態
は
変
わ
ら
な
い
と

思
う
と
持
論
を
展
開
。
交
渉
団
か

ら
は
、
政
府
の
政
策
は
人
手
を
増

や
す
こ
と
に
後
ろ
向
き
で
あ
り

「
人
手
を
増
や
す
」と
い
う
観
点
を

強
め
る
べ
き
と
要
請
し
ま
し
た
。

総
務
省

「
新
た
な
公
立
病
院
改
革
プ
ラ

ン
」
に
よ
り
、
病
床
削
減
を
自
治

体
病
院
に
押
し
付
け
な
い
こ
と
や

「
住
民
の
最
後
の
砦
」
と
し
て
の

役
割
を
持
っ
て
い
る
自
治
体
病
院

へ
の
一
層
の
財
政
支
援
の
た
め
、

特
別
交
付
税
を
さ
ら
に
増
額
す
る

こ
と
な
ど
を
要
請
。ま
た
、労
働
時

間
管
理
に
つ
い
て
は
タ
イ
ム
カ
ー

ド
な
ど
客
観
性
担
保
の
指
導
を
要

求
し
ま
し
た
。

財
務
省

参
加
者
か
ら
、
予
算
は
社
会
保

障
を
重
視
す
べ
き
。
防
衛
費
を
見

直
し
、
財
源
は
内
部
留
保
を
積
み

上
げ
て
い
る
大
企
業
に
求
め
る
べ

き
、
厚
労
省
の
デ
ー
タ
不
正
・
偽

装
が
発
覚
し
た
中
で
消
費
税
を
増

税
す
べ
き
で
な
い
、
現
場
は
忙
し

く
な
る
一
方
で
賃
金
は
全
く
上
が

ら
な
い
、
報
酬
を
引
き
上
げ
て
ほ

し
い
と
訴
え
ま
し
た
。

復
興
庁

東
日
本
大
震
災
か
ら
8
年
が
経

過
す
る
中
で
、
実
状
と
課
題
を
伝

え
て
交
渉
し
ま
し
た
。参
加
者
か

ら
は
、医
療
・
介
護
の
免
除
に
つ
い

て
、
自
治
体
が
実
施
す
れ
ば
助
成

す
る
と
い
う
が
、
現
場
で
は
自
治

体
が
減
免
を
実
施
で
き
ず
、
医
療

が
受
け
ら
れ
な
く
て
亡
く
な
る
方

も
い
る
。
医
療
費
の
窓
口
免
除
で

助
け
ら
れ
た
と
の
声
が
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
免
除
制
度

が
な
く
な
っ
た
対
象
者
か
ら
は
医

療
を
諦
め
た
と
声
が
寄
せ
ら
れ
て

お
り
、
考
え
て
ほ
し
い
と
訴
え
ま

し
た
。

3．6国会議員要請行動・
意志統一集会

紹介議員に署名を手渡す岩手のみなさん

富
永
奈
津
さ
ん

2
0
1
9
年
3
月
1
日
よ

り
、
日
本
医
労
連
書
記
局
員
と

な
り
ま
し
た
富
永
で
す
。

こ
れ
ま
で
労
働
組
合
書
記
や

税
理
士
・
社
労
士
事
務
所
で
働

い
て
き
ま
し
た
。

仲
間
の
た
す
け
あ
い
の
活
動

か
ら
生
ま
れ
た
労
働
組
合
。
特

に
共
済
活
動
は
労
働
組
合
活
動

の
原
点
で
す
。
仕
事
を
1
日
で

も
早
く
覚
え
て
、
組
合
員
の
困

り
ご
と
、
人
生
の
節
目
に
寄
り

添
え
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

夜勤改善・大幅増員、社会保障の充実を

２
日
間
の
行
動
に
３
０
０
人
参
加

署
名
の
紹
介
賛
同
議
員

人
に

２
日
間
の
行
動
に
３
０
０
人
参
加

署
名
の
紹
介
賛
同
議
員

人
に

書
記
局
員
紹
介

議員要請・対政府交渉議員要請・対政府交渉

９５９５９５

（
共
済
事
業
局
）

政
府
交
渉安

全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
〈
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
〉

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実
現
の
た
め
夜
勤
改
善
と
大
幅
増
員
を
求
め
る
国
会
請
願
署
名
〈
紹
介
・
賛
同
議
員
一
覧
〉

3
月
14
日
時
点

3
月
14
日
時
点

2019年春2019年春
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「がんばって」「がんばって」「がんばって」

19春闘
青年
統一行動

各地
で

各地
で

各地
で

　日本医労
連青年協は

1月～3月
を

青年統一行
動期間に設

定し、全国
各

地で署名宣
伝に取り組

んでいます
。

2
0
1
9
年
国
際
女
性
デ
ー
中
央

集
会
が
3
月
8
日
、
東
京
都
内
の
日

本
教
育
会
館
を
会
場
に
開
か
れ
ま
し

た
。
全
国
各
地
、
世
界
各
国
で
も
集

会
や
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま
し

た
。
中
央
集
会
で
は
、
柴
田
真
佐
子

実
行
委
員
長
（
婦
団
連
会
長
）
が
あ

い
さ
つ
。
憲
法
改
悪
や
消
費
増
税
に

向
け
て
暴
走
す
る
安
倍
政
権
を
批
判

し
「
女
性
の
力
で
政
治
を
変
え
ま
し

ょ
う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
国
連

女
性
差
別
撤
廃
委
員
会
の
前
委
員
長

で
弁
護
士
の
林
陽
子
氏
が
女
性
差
別

撤
廃
条
約
採
択
か
ら
の
40
年
を
振
り

返
り
な
が
ら
、
「
女
性
の
人
権
―
進

歩
す
る
世
界
と
埋
没
す
る
日
本
」
と

題
し
て
講
演
。
条
約
を
1
9
8
5
年

に
批
准
し
て
い
る
日
本
の
現
状
に
つ

い
て
、
政
治
分
野
で
の
女
性
参
画
や

賃
金
を
含
め
た
経
済
面
で
の
是
正
が

遅
れ
て
い
る
と
指
摘
し
ま
し
た
。

「
国
際
女
性
デ
ー
」
は
、
20
世
紀

初
頭
、
労
働
条
件
改
善
を
も
と
め
て

立
ち
上
が
っ
た
ア
メ
リ
カ
の
女
性
た

ち
の
行
動
を
受
け
て
、
国
際
会
議
で

創
設
が
承
認
さ
れ
、
そ
の
後
、
行
動

日
が
3
月
8
日
に
統
一
さ
れ
、
世
界

各
国
で
女
性
の
地
位
向
上
へ
一
斉
に

行
動
す
る
日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
者
は
集
会
後
、
都
内
を
パ
レ

ー
ド
し
ま
し
た
。

【
写
真
・
連
合
通
信
】

ド
ク
タ
ー
ズ
・
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
は
、

3
月
7
日
に
、
衆
議
員
会
館
内
で
、
緊
急
国
会
内

集
会
と
記
者
会
見
を
行
い
ま
し
た
。

集
会
に
は
、
約
70
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
12
人

の
国
会
議
員
も
挨
拶
に
訪
れ
、
厚
労
省
が
示
し
た

時
間
外
労
働
時
間
が
過
労
死
促
進
基
準
で
あ
る
こ

と
や
、
抜
本
的
な
増
員
が
必
要
で
あ
る
な
ど
の
発

言
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

参
加
し
た
医
学
生
は
、
「
差
別
的
な
質
問
を
受

け
た
り
、
性
別
、
年
齢
で
の
差
別
が
い
ま
だ
に
容

認
さ
れ
て
い
る
」
と
告
発
。
ま
た
、
日
本
医
労
連

森
田
し
の
ぶ
委
員
長
は
、
医
療
現
場
の
長
時
間
・

過
密
労
働
で
は
患
者
の
い
の
ち
も
地
域
住
民
の
健

康
も
守
れ
な
い
と
訴
え
ま
し
た
。

集
会
後
に
開
い
た
記
者
会
見
に
は
、
た
く
さ
ん

の
報
道
関
係
者
、医
療
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
が
参
加
。

全
国
医
師
ユ
ニ
オ
ン
代
表
の
植
山
医
師
が
、
厚
労

省
か
ら
提
案
さ
れ
て
い
る「
時
間
外
上
限
」案
は
、

「
憲
法
違
反
で
あ
り
、
法
の
下
の
平
等
が
守
ら
れ

て
い
な
い
。世
論
と
国
会
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
必
要
」

と
訴
え
ま
し
た
。

残業上限「１８６０時間」案に抗議
ドクターズ・デモンストレーション院内集会

東海北陸ブロッ
クは2月23日、

青年

代表者会議のあ
と、街頭（愛知

・金山

駅前）に飛び出
して行動しまし

た。宣

伝に慣れていな
い青年も積極的

にマイ

クを握り、夜勤
の大変さや署名

への協

力を訴えました
。青年が頑張る

姿に足

を止めてくれる
市民も多く「が

んばっ

て！」の激励も
。行動終了後の

交流会

も大盛り上がり
でした。（「ブ

ロック

青年ニュース」
より）

2月10日の日曜
日、大阪医労連

青年部は「署名
学習会

＆署名行動」を
実施。クロスワ

ードを解くと出
てくる署

名の流れ。役員
が扮する紹介議

員も登場して「
署名の流

れ」を体感した
後、街頭に繰り

出しました。全
医労青年

部は地方協青年
部長会議にあわ

せて署名行動。
「大変ね。

頑張って！と声
をかけられてう

れしかった」と
参加者。

約40分で125筆
集まりました。

島根の青年部は
3月9日、

9人が参加して
松江駅前で署名

行動にとりくま
した。そ

の他、県やブロ
ックのとりくみ

の報告がぞくぞ
くと届い

ています。差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差差
別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別別
ののののののののののののののののののののののののののののののののの
ななななななななななななななななななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいいい
社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会
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3・8国際女性ＤＡＹ3・8国際女性ＤＡＹ

新歓
パワポ
完成！

新歓
パパワワポポ
完成！

作・青年協

活用して
ね。作・青年協

活用して
ね。
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日
本
医
労
連
の
「
全
国
最
賃
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
」
の
決
定
を
う

け
、
体
験
せ
ず
し
て
説
得
で
き
ず

と
白
羽
の
矢
が
た
っ
た
の
は
、
日

本
医
労
連
の
寺
園
通
江
中
執
。
2

月
の
1
カ
月
間
、
最
賃
生
活
を
体

験
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

教
訓
を
参
考
に

い
ざ
最
賃
生
活
へ

先
ず
、
愛
労
連
か
ら
Ｈ
ｏ
ｗ

ｔ
ｏ
最
賃
を
入
手
。
時
給
は
、
出

身
県
で
あ
る
鹿
児
島
の
7
6
1
円

で
計
算
し
使
え
る
金
額
は
10
万
9

7
7
6
円
。
そ
こ
か
ら
決
ま
り
も

の
の
諸
経
費
（
表
3
の
★
）
を
引

く
と
残
金
は
5
万
1
1
0
8
円

に
。最

賃
生
活
を
す
る
に
あ
た
っ

て
、
1
9
9
1
年
最
賃
体
験
に
挑

戦
し
た
宮
城
労
連
の
教
訓（
表
2
）

を
参
考
に
し
ま
し
た
が
、
本
当
に

や
れ
る
の
か
一
抹
の
不
安
を
覚
え

な
が
ら
、
い
ざ
最
賃
生
活
開
始
。

見
栄
を
捨
て
、
ひ
た

す
ら
た
か
り
、
あ
げ

く
体
に
異
変
が

最
賃
生
活
で
は
、
出
張
や
弁
当

付
き
の
会
議
等
が
あ
る
日
は
食
事

に
困
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
大
食

い
の
私
に
と
っ
て
一
日
1
〜
2
食

の
生
活
は
辛
い
も
の
で
し
た
。

開
始
当
初
、
「
ご
ち
そ
う
す
る

よ
」
と
言
わ
れ
る
と
、
申
し
訳
な

い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
い
つ

の
間
に
か
「
お
金
持
っ
て
な
い
で

す
が
」
と
、
堂
々
と
宣
言
し
な
が

ら
、
タ
ダ
飯
を
食
ら
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
こ
ぞ
と

食
べ
て
呑
み
、
翌
日
は
、
お
腹
の

調
子
が
今
ひ
と
つ
と
い
う
生
活
が

続
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
肌
は

ボ
ロ
ボ
ロ
、口
内
炎
も
5
回
発
生
。

そ
の
う
え
、
支
援
の
ご
馳
走
と
、

炭
水
化
物
や
イ
ン
ス
タ
ン
ト
食
品

の
影
響
で
、
体
重
が
3
キ
ロ
も
増

え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

や
さ
ぐ
れ
、

精
神
衛
生
も
悪
化

食
事
量
減
の
影
響
で
「
お
腹
が

減
っ
た
」と
発
す
る
こ
と
が
増
え
、

「
腹
減
っ
て
て
も
、
元
気
だ
よ
な
」

等
と
言
わ
れ
る
と
、「
イ
ラ
イ
ラ
す

る
ー
、
そ
ん
な
に
言
う
ん
だ
っ
た

ら
、仕
事
し
な
い
ぞ
ー
」と
、
相
手

に
喰
っ
て
か
か
る
始
末
。
空
腹
に

よ
る
イ
ラ
イ
ラ
は
、
他
人
に
も
不

快
感
を
与
え
、
精
神
衛
生
上
も
よ

ろ
し
く
な
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。

文
化
的
な
生
活
は

も
っ
て
の
外

食
費
を
削
っ
て
で
も
確
保
し
た

の
は
、
ヘ
ア
カ
ッ
ト
と
ク
リ
ー
ニ

ン
グ
で
す
。
贅
沢
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
私
に
と
っ
て
カ
ッ
ト
は
、

大
事
な
身
だ
し
な
み
で
す
。
ク
リ

ー
ニ
ン
グ
は
半
額
割
引
券
を
活
用

し
ま
し
た
。
し
か
し
、
映
画
鑑
賞

は
断
念
し
、
知
人
か
ら
勧
め
ら
れ

た
直
木
賞
受
賞
作
品
の
「
宝
島
」

の
購
入
も
残
金
7
7
5
円
の
た
め

断
念
し
ま
し
た
。

最
賃
生
活
は

心
身
を
蝕
む

こ
の
最
賃
生
活
体
験
は
、
支
援

者
が
い
た
こ
と
、
短
期
間
で
あ
っ

た
こ
と
で
、
な
ん
と
か
乗
り
切
れ

ま
し
た
が
、
誰
に
で
も
そ
ん
な
に

た
く
さ
ん
の
支
援
者
が
い
る
と
は

限
り
ま
せ
ん
。

最
賃
生
活
は
、心
身
を
も
蝕
み
、

思
考
能
力
を
低
下
さ
せ
、
感
情
の

鈍
麻
に
つ
な
が
る
と
感
じ
ま

し
た
。
手
持
ち
数
万
円
で
の

生
活
は
、
人
間
の
基
本
欲
求

で
あ
る
、
食
べ
る
こ
と
す
ら

諦
め
さ
せ
ま
す
。
諦
め
る
と

い
う
こ
と
は
、
世
の
中
に
対

す
る
興
味
・
関
心
や
、
政
府

の
政
策
に
対
し
て
、
疑
問
を

持
つ
こ
と
も
出
来
な
く
な

り
、
仮
に
疑
問
を
持
っ
て
声
を
上

げ
て
も
、
状
況
が
変
わ
ら
な
け
れ

ば
、
ギ
リ
ギ
リ
の
生
活
を
続
け
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
。結
果
と
し
て
、

負
の
連
鎖
か
ら
脱
出
で
き
な
く
な

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。

時
給
7
6
1
円
は

憲
法
25
条
違
反

今
回
の
収
支
を
見
て
わ
か
る
よ

う
に
、
時
給
7
6
1
円
は
、
憲
法

25
条
が
保
障
す
る
「
す
べ
て
国
民

は
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度

の
生
活
」
を
営
む
こ
と
は
到
底
で

き
な
い
、
憲
法
違
反
で
す
。

こ
の
体
験
を
通
し
改
め
て
日
本

医
労
連
が
提
起
す
る
、
最
賃
は
早

期
に
1
0
0
0
円
、
誰
で
も
1
5

0
0
円
以
上
の
実
現
が
絶
対
必
要

だ
と
痛
感
し
ま
し
た
。

健
康
で
文
化
的
な

生
活
の
実
現
を

健
康
で
文
化
的
な
生
活
の
実
現

に
は
、
政
治
を
変
え
る
こ
と
が
必

要
で
す
。統
一
選
挙
、参
議
院
選
挙

の
投
票
に
一
人
で
も
多
く
の
方
に

行
っ
て
頂
く
こ
と
を
呼
び
か
け
ま

す
。国
民
を
無
視
し
続
け
、憲
法
を

守
ら
ず
、
他
国
へ
無
駄
な
投
資
を

続
け
る
与
党
に
は
投
票
し
な
い
。

現
政
権
に
終
止
符
を
打
つ
こ
と
こ

そ
が
、
健
康
で
文
化
的
な
生
活
実

現
へ
の
近
道
だ
と
考
え
ま
す
。

退
職
後
の
暮
ら
し
の
備

え「
年
金
共
済
」の
春
の
募

集
の
お
知
ら
せ
で
す
。

◆
契
約
の
種
類

【
Ａ
コ
ー
ス
】

（
個
人
年
金
保
険
料
控
除

型
）

加
入
時
に
60
歳
未
満
で

10
年
以
上
の
積
立
が
可

能
な
組
合
員
本
人
。

【
Ｂ
コ
ー
ス
】

（
生
命
保
険
料
控
除
型
）

加
入
時
に
68
歳
未
満
で

2
年
以
上
の
積
立
が
可

能
な
組
合
員
本
人
。

◆
年
金
の
種
類

①
5
年
確
定
年
金
、
②
10

年
確
定
年
金
、
③
20
年
確

定
年
金
、
④
15
年
保
証
終

身
年
金

＊
①
〜
③
は
生
死
に
か
か

わ
り
な
く
各
年
数
を
保

証
。①
は
Ｂ
コ
ー
ス
の
み
。

＊
④
は
15
年
間
は
生
死
に

か
か
わ
り
な
く
保
証
。
16

年
目
以
降
は
生
存
中
支
払

い
。

◆
募
集
締
め
切
り

2
0
1
9
年
5
月
15
日
締

切◆
予
定
利
率

1
・
15
％

＊
引
受
保
険
会
社
の
事
務

手
数
料
が
か
か
る
関
係

で
、
積
立
期
間
が
短
い
と

元
本
割
れ
し
ま
す
。
7
年

以
上
の
積
立
て
期
間
を
予

定
し
て
下
さ
い
。

◆
そ
の
他

＊
募
集
は
年
2
回
で
次
回

は
11
月
と
な
り
ま
す
。

＊
資
料
は
ご
加
入
の
労
働

組
合
に
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

1
月
末
、
「
看
護
師
の
臨

床
研
修
制
度
化
」
を
求
め
た

看
護
学
生
の
記
事
が
、
新
聞

に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

能
力
を
求
め
ら
れ
る
一
方
で

記
事
で
は
、
新
人
看
護
師

の
労
災
認
定
に
つ
い
て
も
触

れ
、
こ
れ
か
ら
の
医
療
を
支

え
て
い
く
新
人
看
護
師
を
守

る
た
め
に
も
、
臨
床
研
修
が

国
の
制
度
と
し
て
つ
く
ら
れ

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
あ
り
ま
し
た
。

医
療
を
め
ぐ
る
状
況
は
大

き
く
変
わ
り
、
看
護
師
は
よ

り
高
い
能
力
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。基
礎
教
育
時
間
は
、

専
門
科
目
数
が
増
加
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
3
年

課
程
で
97
単
位
・
3
0
0
0

時
間
と
、
こ
の
30
年
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
実
習
時
間
に

つ
い
て
は
、
1
9
8
9
年
に

2
2
5
時
間
あ
っ
た
も
の

が
、
2
0
0
9
年
以
降
は
1

2
8
時
間
に
激
減
し
て
い
ま

す
。

看
護
制
度
未
だ
一
本
化
せ
ず

厚
労
省
は
、「
看
護
師
は
、

わ
が
国
の
医
療
で
は
極
め
て

大
き
な
役
割
を
担
う
職
種
」

と
し
た
上
で
、
教
育
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
拡
充
が
必
要
だ
と

し
て
い
ま
す
が
、
看
護
師
養

成
制
度
に
つ
い
て
は
、
21
世

紀
の
初
頭
の
早
い
段
階
を
め

ど
に
制
度
の
統
合
に
努
め
る

と
20
年
以
上
前
に
提
言
し
た

の
に
、
未
だ
実
現
し
て
い
ま

せ
ん
。

政
府
の
言
い
な
り
に
な
る
な

厚
労
省
の
Ｈ
Ｐ
を
見
る

と
、
国
家
の
礎
で
あ
る
2
つ

の
保
障
の
一
つ
は
「
社
会
保

障
」
と
謳
っ
て
お
き
な
が

ら
、
一
方
で
、
社
会
保
障
の

削
減
を
進
め
、
地
域
医
療
構

想
で
は
ベ
ッ
ド
削
減
、
医
師

の
働
き
方
改
革
を
理
由
に
、

看
護
師
の
特
定
行
為
研
修

は
、
現
在
の
時
間
数
を
短
縮

し
て
ま
で
も
研
修
受
講
の
推

進
を
は
か
ろ
う
と
し
て
い
ま

す
。安

全
の
担
保
が
で
き
て
い

な
い
特
定
行
為
を
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
て
ま
で
推
進
す
る
の

は
、
も
っ
て
の
外
で
す
。
こ

れ
で
は
、
人
手
不
足
の
中
、

看
護
の
質
に
拘
り
、
奮
闘
し

て
い
る
現
場
の
看
護
師
は
、

増
々
疲
弊
し
、
離
職
へ
と
追

い
こ
ま
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

厚
労
省
は
、
な
ぜ
看
護
師
が

離
職
に
追
い
込
ま
れ
る
の

か
、
な
ぜ
70
万
人
も
の
潜
在

看
護
師
が
い
る
の
か
、
そ
の

改
善
に
こ
そ
力
を
入
れ
る
べ

き
で
す
。

労
働
者
を
守
る
の
が

国
の
責
務

昨
年
、
政
府
は
「
過
労
死

等
の
防
止
の
た
め
の
対
策
に

関
す
る
大
綱
」
の
見
直
し
を

し
、
4
月
1
日
か
ら
イ
ン
タ

ー
バ
ル
規
制
が
努
力
義
務
と

な
り
ま
し
た
が
、
勤
務
医
の

残
業
時
間
上
限
規
制
は
1
8

6
0
時
間
と
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
医
師
は
憲
法
25
条

で
保
障
さ
れ
る
「
健
康
で
文

化
的
な
最
低
限
の
生
活
」
の

対
象
外
と
言
っ
て
い
る
の
も

同
然
で
す
。
こ
れ
は
ま
さ
に

「
過
労
死
推
進
案
」
と
い
っ

て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

国
の
政
策
に
潰
さ
れ
る
な

こ
の
ま
ま
で
は
、
国
の
政

策
に
よ
っ
て
、
現
場
で
働
く

労
働
者
は
潰
さ
れ
て
し
ま
い

ま
す
。

私
た
ち
の
仕
事
は
、
命
を

犠
牲
に
し
て
提
供
す
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

労
働
環
境
の
安
全
・
安
心

の
保
障
が
あ
っ
て
こ
そ
、
質

の
良
い
サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で

き
る
の
で
す
。そ
の
た
め
に
、

組
合
で
は
、
学
習
と
行
動
を

提
起
し
て
い
ま
す
が
、
一
方

で
、
関
心
が
な
い
人
た
ち
が

い
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
そ

う
い
う
人
た
ち
に
も
、
諦
め

ず
に
声
を
か
け
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

世
論
を
味
方
に
行
動
し
よ
う

医
労
連
は
、
3
月
12
日
に

放
送
さ
れ
た
「
ガ
イ
ア
の
夜

明
け
〜
看
護
師
・
保
育
士『
絶

望
職
場
を
救
え
』
」
の
取
材

に
協
力
し
、
過
酷
な
現
場
の

実
態
と
、
増
員
を
含
む
労
働

環
境
改
善
の
必
要
性
を
訴
え

ま
し
た
。

看
護
師
と
し
て
生
き
続
け

た
か
っ
た
方
の
た
め
に
、
こ

れ
か
ら
看
護
師
を
目
指
す
人

の
た
め
に
も
、
声
を
あ
げ
共

に
行
動
し
ま
し
ょ
う
。

寺
園

通
江

国の政策に潰されるな 声をあげ、共に行動しよう

「年金共済」春の募集5月15日締め切り


